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以下のマクローリン展開を x4 次の項まで求めよ. ただし, 剰余項は不要である.

(1) ex.

(2) sinx.

(3) cosx.
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【 1 】数列 {an}∞n=1 は, 漸化式 an+1 =
1

2
(a2n + 1), a1 = 0 によって定義される. lim

n→∞
an を求めよ.

【 2 】級数
∞∑

n=0

−1

n
xn の収束半径を求めよ.

【 3 】

f(x, y) =


x3 + y3

x2 − y2
(x, y) ̸= (0, 0)

a (x, y) = (0, 0)

とおく.

(1) 原点 (0, 0)で連続となるように aを定めよ.

(2) fx(0, 0), fy(0, 0)を求めよ.



【 4 】z = y2e−x であるとき, zx, zy, zxy, zxx, zyy を計算せよ.

【 5 】z = f(x, y), x = s+ t, y = s− t に対し,
∂z

∂s
= zs,

∂z

∂t
= zt を計算せよ.

【 6 】f(x, y) = ex sin y とおく. マクローリン展開の 3次の項まで求めよ. ただし, 剰余項を求める必要はない.

【 7 】f(x, y) = x2 + 2y2 − 2xy + 2x− 6y の極値を求めよ.
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【 1 】数列 {an}∞n=1 は, 漸化式 an+1 =
1

2

√
a3n + 3, a1 = 0 によって定義される. lim

n→∞
an を求めよ.

【 2 】級数
∞∑

n=0

(2n)!

(n!)2
(2x)n の収束半径を求めよ.

【 3 】

f(x, y) =


x3y

x2 + y2
(x, y) ̸= (0, 0)

a (x, y) = (0, 0)

とおく.

(1) 原点 (0, 0)で連続となるように aを定めよ.

(2) fx(0, 0), fy(0, 0)を求めよ.

(3) 原点で全微分可能であるか？理由と共に結果を述べよ.

【 4 】z = x sin−1
(y
x

)
であるとき, zx, zy, zxy, zxx, zyy を計算せよ.

ただし, zxy =
f1(x, y)

(x2 − y2)
√
x2 − y2

, zxx =
f2(x, y)

(x2 − y2)
√

x2 − y2
, zyy =

f3(x, y)

(x2 − y2)
√
x2 − y2

として, fi(x, y), i = 1, 2, 3

を答よ. この指定に従わない場合は, 採点を行わない.

【 5 】f(x, y) = sinx tan−1 y とおく.

(1) マクローリン展開の 4次の項まで求めよ. ただし, 剰余項を求める必要はない.

(2) lim
(x,y)→(0,0)

f(x, y)− xy

xy(x2 + 2y2)
を求めよ.

【 6 】x =
s2 − t2

2
, y = st に対し, 次の問いに答えよ.

(1) z = f(x, y) と置くとき,
∂z

∂s
= zs,

∂z

∂t
= zt を計算せよ.

(2) z2s + z2t を計算せよ.

(3)
∂2z

∂s2
+

∂2z

∂t2
= zss + ztt を計算せよ.

【 7 】f(x, y) = x4 + y4 + 2x2y2 − 8

3
y3 − 2x2 + 2y2 の極値を求めよ.
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